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研究成果の概要（和文）：　現代日本人は在来系の縄文人と渡来系の弥生人の2重構造であるとされる。しかし、そも
そも縄文人はどこから、渡来系弥生人もどこがルーツなのか分かってはいない。本研究では、朝鮮半島には、縄文的な
人が6,000年前ぐらいには存在していた一方、その人々に既に渡来系の弥生人的特徴が備わっていたと推定された。つ
まり、渡来系弥生人は弥生時代になって突然半島から日本へ渡来した人々ではなく、数千年前に既に朝鮮半島に居住し
ていたのではないかと思われる。その人々は、その後長い時間を掛けて渡来系弥生人の形質を確立し、日本列島に渡来
したものであろう。

研究成果の概要（英文）：Modern-day Japanese are considered to have descended from the “dual” origins of 
the indigenous Jomon people and the immigrant Yayoi people. However, the original roots of both the Jomon 
people and the immigrant Yayoi people are unknown. This study assumes that while Jomon-type people lived 
on the Korean peninsula approximately 6,000 years ago, those people had already developed the 
characteristics of immigrant Yayoi-type people. Namely, it is thought that immigrant Yayoi people did not 
suddenly migrate to Japan from the Korean Peninsula in the Yayoi period, but had already resided on the 
Korean peninsula for thousands of years previously. Thereafter, these same people likely developed the 
distinctive characteristics of immigrant Yayoi people over a long period of time and then migrated to the 
Japan islands.
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１．研究開始当初の背景 

 2004 年に韓国勒島貝塚から多くの古人骨
が発掘された。当時、韓国内には骨の形態学
を研究対象とする研究者が極めて少なかっ
たことから、研究代表者の藤田へ鑑定の依頼
が慶南考古学研究所（当時）からあり、韓国
の古人骨研究に携わることとなった。その後、
科研費を計 3 回取得し、釜山大学校所蔵の勒
島人骨、禮安里人骨等の研究を進めてきた。
そのような研究を基盤とし、韓国内の古人骨
を幅広く、かつ遺伝人類学等も含めた総合的
研究方法からアプローチしようと考えた。 

 

２．研究の目的 

 縄文時代の日本列島には、広くいわゆる縄
文時代人が生息していた、とされている。し
かし、これまで多数の研究者が縄文人のルー
ツ研究を行ったが、諸説があり、定まった見
解は得られていない。日本人形成に大きな影
響を及ぼしたと思われる韓国の出土人骨を
調査・研究することで、縄文人のルーツ、渡
来系弥生人といわれる人々のルーツと日本
での出土人骨の形態学的、遺伝学的、古病理
学的比較検討を総合的に行い、日本人の形成
に関する、新知見を得ようとするものである。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、これまで 9年にわたる韓国古人
骨研究（2 回の科研費取得）を総括する。形
態学的研究には、3 次元計測法を導入し、遺
伝学的研究も韓国側研究機関の心証を害さ
ない形で取り入れていく。また、古病理学的
研究から、当時の韓半島における疾病構造な
ども構築し、併せて農耕の伝播・日本への移

入についても考古学者と連携しながら考察
を深める。韓国側から 2人の研究協力者に加
わって貰うことになっており、両国間での研
究の共有化や、今後長期間にわたっての良好
な関係構築にも配慮している。また、韓国内
での人脈の拡がりから、従来知られていなか
った人骨が所蔵されていることも分かって
きており、サンプル数は少ないながら（韓国
では古人骨自体が少ない）新たな古人骨の調
査研究に取り組むものである。なお、最終年
には、早稲田大学国際会議場にて、全国の関
連研究者を集めてシンポジウムを開催し、国
民へ研究成果を発信した。 
 

４．研究成果 
 当初、韓国南部の沿岸地帯から北部および
中央部の古人骨の調査を順調に開始できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
その成果は、幾つかの国際誌にも発表された。 
 しかしながら、その後韓国内での自然人類
学研究への意欲の高まり等の問題が生じ、資
料へのアクセスが難しくなっているのが現
状である。このような場合、研究を継続する
のか中止するのかの選択に迫られるが、両国
の研究者間の交流は推進し、粘り強く共同研
究等ができる環境や雰囲気を醸成する必要
があると考えた。また、日韓の研究者のみな
らず、中国やモンゴル更には欧米の研究者ら
との、国際学会・国際会議等での共同シンポ
ジウムの開催などは、将来的に有益であると
考えられることから、積極的に推進した。 
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